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さらに深めようロータリアンの絆 

 コロナ禍で飛沫が怖いとのことで歌は無し！と
いうことになっていたのですが・・、先ほど会長
の一声があり一曲だけ歌わせて頂きます!(渡辺さ
んの演奏で『オー・ソレ・ミオ』を披露)。  
  私は東京藝術大学を終わってから、すくにロー
タリー財団の奨学金を頂きイタリアに留学しまし
た。オペラが生まれた地イタリアの風俗文化を知
らないとオペラが出来ないとの思いからです。 
ロータリーの奨学金の素晴らしいところは、お金
がない若者が経歴に関係なく試験さえ受かれば留
学させて頂ける事で、文化庁の奨学金などはある
程度活躍して実績がないと通りません。奨学金は
国立音楽院が条件だったのですが、国立だけにイ
タリア人が最優先で次に欧州、最後にアジア人が
入学できるようなもので、その時の校長先生の考
え方にかなり左右されます。アジア人に寛容だっ
た国立音楽院に学ぶことになりました。イタリア
でもRCのホストの方々にお世話になり、同世代
のﾛｰﾀｰｱｸﾄとの色々な得難い交流がありました。 
   さて、オペラはフィレンチェで1600年頃生まれ
ました。メディチ家などが芸術家を比護した時代
です。当時の侯爵の誕生会に音楽家、詩人、建築
家等々芸術家が一緒に何かやろうということで
『ギリシャ悲劇』を模して生まれたのが『オペ
ラ』です。日本では1600年と言えば『関ヶ原の
合戦』です。『阿国歌舞伎』も生まれています。  
 今ドイツでは450-500の歌劇場があります。小
さい町にも中心に教会、広場と歌劇場があります。
生活に溶け込んでいます。  

～前回の例会～ 
テノール歌手 

高田 正人 氏 
『オペラの愉しみ方』 

ご紹介者：加藤 和子 会員 

日本にも新国立劇場がありますが、町の中とは言
えない。上野文化会館、日生劇場の様な劇場は駅
から近く町中、周辺施設に溶け込んでいる。この
ような劇場が全国、生活空間の中に増えていくと
日本のｵﾍﾟﾗｼｰﾝも変わっていくのでは。どういう  

街を国を作るかと
いう考え方に懸っ
ていると思います。 
有名な『オーミオ
バッピーノ』に出
てくるｳﾞｪｯｷｵ橋、
当初はお肉 屋さ
ん街で余ったもの 

などそのまま橋から捨てていた。これでは芸術
の都としてはいけないとしてメディチ家が全て
買取り宝石屋街にした。第二次大戦後のベルリ
ンもまず復興したのが歌劇場だった。人々の心
のよりどころだったからです。 
残念ながら日本では一番後回しになるのが芸術
かなとおもいます。音楽に対する気持ち、文化
に対する気持ち心が変わっていくことが本当の
豊かさかなと思います。ドイツの歌劇場数を考
えると日本にももっと歌舞伎座があっても良い
と思います。箱は有るが中身が伴わない、価格
が高い、スカラ座引っ越し公演で１席65,000円、
家賃より高い。貴族の時代は興行ではなかった。
日本で通常１公演１億円、新国立のこけら落と
しで２０億円です。ｼｮｰﾋﾞｼﾞﾈｽになっているの
はN.Y.のメトロポリタン歌劇場です。劇場も大
きいです。世界三大歌劇場はスカラ座・パリオ
ペラ座・メトロポリタン歌劇場です。劇場も贅
の限りが尽くされていますが、特別のものでは
なく生活の中に溶け込んで本来ある芸術の姿だ
と思います。劇場に行って空間ごと楽しんでよ
かったら声を架けてみて下さい。              
 最後に、掛け声は、男性へは『ブラ～ボー』、
女性へは『ブラ～バー』、全員へは『ブラ～
ビー』です。日本人は『ブラボ～～』と言う人
が多いのですが、男性だけがよかったのかなと
思われるのと、最後の『ボ～～』のみを伸ばす
とブーイングの『ブ～～』と叫んでいると思わ
れてしまいますのでご注意を！ 
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岡田髙治   一昨日は「処暑」！！  

        さすが猛暑も段落、朝夕の風に 

       秋を感じます。 

 

納見俊三千  お米ありがとうございました。 
 

             

第 1612回 例 会 報 告 
 
■ 8月25日 例会プログラム 
 1. 点鐘  
 2. ロータリーソング「我らの生業」 
 3. 会長報告 
 4. 委員会報告 
 5. 卓話 
 6. 点鐘 
 
■ 出席報告 
 8月25日 出席者 38名 ビジター0名 出席率 
53％ 
 8月  4日 出席者 30名 メーキャップ 5名 計
35名 
     会員数57名 出席対象者52名 修正出席率 
67％ 
 
■ ゲスト（敬称略） 
 お見えになりませんでした。 
 
 
○ 会長報告 
 
・ﾛｰﾀﾘｰでもコロナの影響がでています。
リモートで例会を開催しているクラブ
もありますが、当クラブでもリスクを
下げるため当面例会を月２回の開催に
します。今後状況を見ながら進めてい
きたいと思います。 
 
 
○ 委員会報告 
 なし 
 
○ 幹事報告 
 
・会員名簿をボックスに配付してあり 
 ます。 
・テーブルの上にハビリスジャパンの    
 活動報告書を配布しています。 
・日本のロータリー１００周年記念 
 切手が９月１８日発売されます。 
 お求めは郵便局で。 

 
・9月  8日（火） 休会 
 
・9月 15日（火） 
  卓話者：川口修司 会員 
  演 題：「相続税税務調査の実態」 
 
・9月  22日（火）祝日休会 
 

今後の例会予定 


